
Baosheng Group は 1985 年に
設立された中国で最大かつ最も
競争力のあるケーブルメー 
カーです。中国の上位 500 社 
(Top 500 Enterprises of China) 
に名を連ねる Baosheng 社
は、3,000 名を超える従業員を
雇用し、売上高が 80 億人民元  
(約 1,270 億円) に達します。 

Baosheng Groupは 
ビデオジェットのプリンタで 
連続生産を実現

Baosheng 社は、汎用の電力ケーブルおよび通信ケーブル、各種電線のほ
か、鉱業および海洋業向けの特殊ケーブルまで幅広く手掛けています。 
4 つの生産ラインのそれぞれが 24 時間体制で毎分 10 m の速度で稼動
することにより、全体で毎日 36 km 以上のケーブルを製造できます。1 年
分の総生産量の全長は、台北からリスボンまでの距離にあたります。

産業用の印字要件を満たすために、Baosheng 社では 1998 年以降、 
40 台を超える初期世代の産業用インクジェットプリンタ (小文字用) を
使用してきました。ケーブルには、1 メートル毎に製造者名、製品モデル、
ケーブル仕様、測定マーク、日付、電圧、CCC 認証、機器コード、作業シフ
トなどの情報が印字されています。

小文字用インクジェッ
トプリンタ
Baosheng Group の
用途事例



Baosheng 社の設備および技術のマネージャで
ある Wan JiaQin 氏によると「工場環境は周囲
の天候条件に左右され、天候条件は季節だけ
でなく 1 日の中でも大きく変動することがあ
ります。朝の寒くて高湿の環境から、午後の暑
くて乾燥した環境まであります」。

このような環境条件は、初期世代の産業用 
インクジェットプリンタに問題を起こす場合が
あります。たとえば、これらのプリンタは、イン
クシステムの駆動とプリントヘッドの清掃のた
めに生産工場のエアコンプレッサに接続する
ように設計されています。他の多くの工場と同
様、Baosheng 社の工場のエアコンプレッサは
外から空気を引き入れます。湿度がきわめて
高い時期には、湿気が圧縮空気の配管に集 
まって結露し、インクの汚染やプリントヘッド
の目詰まりが発生することがよくあります。

周囲の空気中に浮遊する微粒子の対処も困難
でした。たとえば、従来の産業用インクジェッ
トプリンタでは、インクおよび溶剤の保存用 
タンクを備えています。慎重にホコリを除去し
ておかないと、これらのタンクの蓋を開けるだ
けで印字溶剤が汚染され、プリントヘッドの目
詰まりを生じます。

「当社の稼働環境は非常に厳しいものです」 
(Wan JiaQin 氏)。「それでも、Videojet 1710 は
快調です。そのうえ、ビデオジェットの高コン
トラストインクは、当社のさまざまな製品材質
の印字対象面で視認性が良好です。プリンタ
がダウンするたびに、当社の保守担当者がプ
リンタを整備しラインを回復するのに平均 30 
分かかっていました。その間、通常 450 メート
ルものケーブルがマーキングなしでラインを流
れてしまいます。このケーブルは後から回収さ
れ、通常の生産工程から外れて手動で手直し
されるため、生産時間がさらに 1 時間かかっ
ていました」。

老朽化した産業用インクジェットプリンタの更
新時期がきたとき、Baosheng 社では当初 M 社
と国内のサプライヤ 2 社の中で検討していま
したが、最終的に Videojet 1710 という高コン
トラストプリンタを選択しました。同社がビデ
オジェットと Videojet 1710 を選定したのは、
高パフォーマンス、価格競争力、動作の安定
性、素早いサービス対応が決め手でした。ま
た、Videojet 1710 の設計は、インクの汚染の問
題も解消しています。購入を決めてから 1 か月
後、Baosheng 社の生産環境で Videojet 1710 
が稼働を開始しました。

「生産ラインの稼働時間の最大化は、幅広い
種類の製品の提供を可能にし、競争力のある
価格で市場に出すために必要不可欠です」 
(Ju ChaoRong 氏)。「Videojet 1710 プリンタは、
生産ラインの開始時にすでに準備が完了して
いるため、生産目標の達成に貢献します」。 

ビデオジェットのインクは常に 
Baosheng 社の期待と高速生産
体制に対応できていることに加
えて、プリンタ自身もきわめて過
酷な環境で動作しています。中国
の江蘇省では、春から夏にかけ
てのモンスーン気候による超高
湿度と大きな気温変動が頻繁に
問題になります。

「印字文字の視認性に優れ、ケーブルをスプールに巻き
取る際の汚れや印字移りが発生しないことは、法規制や
顧客ニーズへの対応のみならず、当社ブランドの要求事 
項を満たす上でも不可欠です。さらに、印字は巻き戻しや
製品の設置の際の摩擦にも耐える必要があります」。
Ju ChaoRong 氏 (Director (Section Chief) of Technology Management)  
Baosheng Group



Baosheng 社では Videojet 1710 プリンタを生産ラインの 
1 つに導入した結果、以下のような大きな効果が得られ
ました。

•  信頼性が高まった結果、生産稼働率が向上すると同時
に、製品の手直しや材料の無駄が削減されました。

•  Videojet 1710 では、陽圧が高められ、CleanFlow™ (ク 
リーンフロー) プリントヘッド、防塵性の向上により、
外部からの微粒子の侵入が防止されました。これら
は、プリンタの故障率の大幅な低減に寄与していま
す。Videojet 1710 の稼動により、1 ラインだけで、メンテ
ナンスと生産のコストがすでに約 30,000 人民元 / 月も
削減されました。 

•  プリントヘッドの設計により、最も強靭な顔料インクを
使用する場合にも、最小限の清掃で最高レベルの印字
品質が実現されます。CleanFlow™ プリントヘッドの穴あ
きデザインと通気の向上により、Baosheng 社の高湿度
環境においても、インクの蓄積が削減し、プリントヘッ
ドの清掃が最小限で済みます。

•   密閉されたカートリッジインクにより、こぼれや汚染が
解消され、SmartChip™ （スマートチップ）テクノロジー
によりインクの入れ間違いや無駄が排除されます。

•  プログラミングが簡略化されたため、生産オペレータ
による新しい印字内容の作成や保存された印字内容の
読み出しが可能になり、SKU 間の切り替えが迅速にで
きると同時にミスも削減されます。

•  メンテナンスが容易で予測可能であり、定期メンテナン
スの平均間隔も延長されているため、Baosheng 社のラ
インマネージャは、Videojet 1710 プリンタが所定の生産
時間にわたり効率的に稼働することを確信できます。

「私自身が気に入っている点で、当社のメンテ
ナンス担当者が特に高く評価しているのは、 
コア技術です。」(Ju ChaoRong 氏)。「プリン 
タのすべてのフィルタと消耗部品を 1 つのユ 
ニットにまとめて簡単に交換できるように 
なっているため、Videojet 1710 の定期メンテ 
ナンスはほとんど手間がかかりません。おか
げで製造間接費が削減されただけでなく、生
産ラインの稼働率も上がりました。「私たちは 
Videojet 1710 プリンタの設計と機能を非常に
高く評価しています。プリンタを外部エア供給
から分離したことで、内部の部品上とプリント
ヘッドの穴にクリーンな空気が確実に流れる
ようになりました。また、プリンタを数日間使
用しなくても、その後のプリンタの起動が大幅
に簡単になったようです。まるで、休止中も常
に自動管理されているかのようのです。このよ
うに、Videojet 1710 プリンタの設計は、当社の
生産ラインの稼働時間で直接的な効果を上げ
ています」。

コスト削減の数値化

毎月 $4,773  
（約47万円）  
の節約、すなわち 

年間 $57,276 
（約570万円） 

の節約 - プリンタ 1 台あたり



Videojet 1710 プリンタは、最も過酷な環境下でも、プリント
ヘッドが目詰まりすることなく顔料インクの耐環境性を発揮
できるように設計されています。高コントラストの顔料インク
は、Baosheng 社のように、規格情報、設置情報、ブランド 
マークを濃い色の印字面に高い判読性で印字する必要のあ
る企業にとって特に重要となります。このような高コントラス
トインクは、ビデオジェットの Smart Cartridge™ (スマートカー
トリッジ) 溶剤供給システムにおいて使用可能です。このシス
テムにより、こぼれ、汚染、無駄、オペレータのミスが解消さ
れました。

「当社の高速生産、高温、および工場環境条件のすべてを
考慮すると、耐環境性の高いインクと、そのインクを利用
しても目詰まりが発生しないプリンタが必要になります」
(Ju ChaoRong 氏)。「この条件を満たすのがビデオジェットで
す。Videojet 1710 プリンタでは、高コントラストの顔料イン 
クをはじめとして、用途に合わせて様々なインクを問題なく使
用できます。しかも、インクは乾燥時間が非常に短く、固着性
も優れているため、当社の高速生産に対応できます」。

TEL: 0120-984-602  
Email: info@videojet.co.jp  
または URL: www.videojet.co.jp 
をご覧ください。
ビデオジェット社
〒135-0064 東京都江東区青海 2-5-10
テレコムセンタービル 西棟 6F
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その後
Baosheng 社では、実運用試験の成功に基づき、ケーブル 
生産ライン全体に導入するために、17 台の Videojet 1710 
プリンタを追加で発注しました。現在、これらの生産ラ 
インで働いている作業者全員が、ビデオジェットの公約で
あるUptime Peace of Mind™ (安心の最高稼働率) に期待し
ています。

ビデオジェットのサービスとサポート
ビデオジェットでは、お客様の投資の重要性と製造工程の
稼働率向上の必要性を理解しています。このため、当社は
広範なカスタマサービスとサポートを提供しています。お
客様が個別のトレーニングを望まれる場合も、経験豊富 
なエキスパートによる現地対応を望まれる場合であって
も、ビデオジェットがお手伝いします。

「当社では製造を止めることが許
されません。そのため、必要なとき
にビデオジェットのサービスやサ 
ポートチームが対応してくれること
がわかり安心です。それだけではな
く、ビデオジェットは、当社のビデオ
ジェット製品の動作性能を最大限
に高めるための努力も当社と共に
続けてくれています」。

Videojet 1710 プリンタの Smart 
Cartridge™ 溶剤供給システム

mailto:info@videojet.co.jp



